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公立阿伎留医療センターは、医の心を重んじ、 

患者の皆様とともに生命と健康を考える医療を実践します。 

 

 
夏空が、ひときわまぶしく感じられる季節となりました。 

今回の阿伎留通信は「熱中症」について、救急科 堀医師よりお話させていただきます。  

  

今年も熱中症の時期になりました。 

例年通りの高い平均気温が予想されており、今年も熱中症 

患者の発生が危惧されております。 

今年は熱中症対策として早めから政府も対策をとっています。 
皆さんも油断せずに早い時期から対応するようにしましょう。 

 
熱中症とは 

高温多湿な環境下で、体内の水分・塩分のバランスが崩れ、体温調節機能がうまく働かない

ことにより起こります。体内に熱がたまり、手足がつるなどの筋肉痛、吐き気やダルさなどの

症状があらわれ、重症になると意識を失ったり痙攣
けいれん

したりします。 

 

熱中症の起きやすい時期、時間帯 

日中に屋外で活動をしているときのみならず、室内や夜間、就寝中にも熱中症は起こります。

熱中症の発生は 7－8月がピークです。注意しなければならない時期は、特に 7月下旬の梅雨明

けなど、暑さに慣れていない時期です。この時期は熱中症の発生が多いといわれています。し

かし例年の異常気象です。前後の期間も注意が必要です。 

 

熱中症の起きやすい年齢 

やはり、高齢者の方は熱中症が起きやすいでしょう。熱中症のおよそ半数は高齢者（65 歳以

上）の方です。体温への感覚が鈍くなったり、症状の訴えが難しく発見が遅れがちになること

や、自分で十分な水分摂取が難しいことがあるため、重症化しやすく注意が必要です。 

 

熱中症の予防について 

水分・塩分補給：経口補液剤をうまく利用しましょう。 

  



阿伎留通信については、第１回から最新号まで、公立阿伎留医療センターのホームページで御覧にな

ることができます。ホームページアドレス(http://www.akiru-med.jp) 

まずは、水分摂取を行いましょう。細めに水分をとる習慣が大切です。高齢の方では喉が渇

いた感じが起こりにくいため、時間を決めて、水分摂取をするようにするのも一つの手段です。

喉が渇いた時では既に水分不足に陥っているため、喉が渇いた感じが起きてからの水分摂取で

は遅いといわれています。スポーツ時も、喉が渇く前に水分摂取していくと、いいパフォーマ

ンスが得られるでしょう。 

水分摂取のみでは、塩分不足になる恐れもあります。経口補液剤は、腸管からもっとも効率

的に水分と塩分が吸収できるように調整された飲み物です。最近は一般の薬局でも取り扱うよ

うになりました。ゼリータイプもあります。高齢の方がいる家庭では常備しておくのもよいで

しょう。 

熱中症は適切な対応をすれば予防可能な疾患ですが、時に命を落とす疾患でもあります。適

切な対応を行い発症を予防しましよう。 

 
熱中症の治療 

 意識がない場合や痙攣
けいれん

している場合は、すぐに救急車を要請して下さい。 
意識がある場合は、まず涼しい場所に移動し、汗のかいた服を着替えます。その後に水分・

塩分を摂取します。もし水分・塩分摂取ができない場合もすみやかに医療機関への受診をお勧

めします。 

 

環境省で熱中症予防カードを作成していますので参考にして下さい。 
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